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両
著
と
も
、
室
城
先
生
の
日
頃
の
研
究
の
成
果
を
示
す
注
釈
で
あ
る
。

私
自
身
も
両
著
に
い
さ
さ
か
立
ち
会
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
の
で
、
そ
の

事
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

『住
吉
物
語
』
は
、
室
城
先
生
の
受
け
た
平
成
九
年
度
白
百
合
女
子
大

学
研
究
奨
励
費
の
成
果
で
あ
る
。
本
学
大
学
院
生
の
稲
田
路
子
・
大
森
澄

子
・
田
中
麻
美
氏
が
協
力
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
の
成
り
立
ち
に
関
し
て

言
え
ば
、
そ
の
淵
源
は
、
室
城
先
生
が
数
年
来
続
け
て
来
ら
れ
た
国
文
学

会

の
、
学
生
が
参
加
す
る
研
究
会
に
あ
る
も
の
と
思
し
い
。
最
初
は
『
枕

草
子
』
か
ら
始
ま
っ
た
。
二
年
目
に
『
落
窪
物
語
」
を
手
が
け
た
。
次
の

年
に
主
と
し
て
新
大
系
で
『
住
吉
物
語
』
を
読
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

『落
窪
』
以
降
は
、
継
子
物
語
を
読
む
と
言
う
合
意
が
あ
っ
た
と
記
憶
し

て

い

る
。
金
曜
日
の
五
時
限
に
第
二
国
語
国
文
学
研
究
室
で
注
釈
に
つ
い

て

熱
っ
ぽ
く
語
り
合
っ
た
日
々
だ
っ
た
。
そ
れ
が
こ
の
よ
う
に
し
て
、
注

釈
書

と
し
て
結
実
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
刊
行
を
祝
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。

　
た

だ
、
翻
っ
て
考
え
て
見
る
時
、
ど
う
し
て
こ
の
著
作
の
発
表
の
場
が
、

本
学
の
紀
要
で
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
言
う
疑
問
に
到
達
す
る
。
勿
論
、
現

行
の
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
四
〇
枚
と
言
う
制
限
で
は
、
到
底
本
書
は
収
ま

る
ま
い
。
し
か
し
、
い
や
し
く
も
大
学
の
紀
要
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ

う
な
字
数
制
限
を
取
り
払
っ
て
で
も
、
収
蔵
資
料
の
紹
介
に
努
め
る
べ
き

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
こ
の
底
本
の
『
住
吉
物
語
』
で
あ
る
が
、
そ
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム

は
本
学
に
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。
国
文
学
研
究
資
料
館
に
あ
る
の

で
あ
る
。
も
と
も
と
本
学
の
図
書
館
の
貴
重
書
な
の
だ
か
ら
、
再
度
、
撮

影

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
貴
重
書
は
、
撮
影
の
業
者
を
選
定
し
て
順
次

マ

イ
ク
ロ
化
し
て
い
く
の
が
、
当
然
と
思
わ
れ
る
。
素
人
の
写
真
撮
影
は
、

た

っ

た
一
つ
の
原
本
を
損
う
危
険
が
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
内
容
の
紹
介
に
移
り
た
い
。
〈
翻
刻
編
〉
と
く
解
釈
本
文
編
V

か

ら
な
る
。
〈
翻
刻
編
〉
で
は
底
本
が
忠
実
に
翻
刻
さ
れ
、
原
本
の
様
態

が
手
に

取

る
よ
う
に
わ
か
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い

る
。
〈
解
釈
本
文
編
〉
で
は
濁
点
を
補
い
、
句
読
点
・
カ
ギ
カ
ッ
コ
を
付

し
、
漢
字
を
当
て
て
い
る
。
内
容
で
章
段
が
分
け
ら
れ
、
物
語
の
展
開
が

分

る
よ
う
に
見
出
し
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
各
章
段
毎
に
出
典
の

注
が
施

さ
れ
て
い
る
。
凡
例
で
は
「
現
行
の
諸
注
釈
書
に
負
う
部
分
が
多

い
」
と
す
る
が
、
新
見
が
多
く
見
出
せ
る
。
何
よ
り
も
こ
の
本
は
通
読
に

至
便
で
あ
る
。
他
の
『
住
吉
物
語
』
の
本
を
底
本
に
し
た
注
釈
と
比
較
し

て

も
、
本
学
所
蔵
の
『
住
吉
物
語
』
が
引
け
を
取
ら
な
い
こ
と
が
証
し
立

て

ら
れ
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　
た

だ

暇
理
を
あ
げ
つ
ら
え
ば
、
七
八
頁
【
二
〇
】
「
人
に
は
言
は
で
」

の

注
に

『堀
河
百
首
』
「
濡
れ
衣
と
い
ふ
に
つ
け
て
や
流
れ
け
む
あ
ぶ
く

ま
川
の
名
こ
そ
惜
し
け
れ
」
と
あ
る
の
は
、
前
の
「
あ
ぶ
く
ま
川
の
名
の

み

し
て
」
に
施
さ
れ
た
注
と
重
な
っ
て
い
る
。
【
四
四
】
「
あ
は
れ
も
知
ら

ぬ
岩
木
な

り
と
も
」
の
注
に
引
か
れ
る
『
白
氏
文
集
』
四
「
人
非
木
石
、
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皆
有
情
」
は
、
「
李
夫
人
」
の
末
尾
「
人
非
二
木
石
一
皆
有
レ
情
、
不
レ
如
レ
不
レ

遇
二
傾
城
色
一
」
で
あ
ろ
う
。
詩
の
題
名
と
対
句
を
成
す
句
は
、
引
用
さ
れ

て

し
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
【
五
三
】
の
本
文
の
七
行
目
「
や
や
久
し

く
あ
り
て
の
た
ま
や
う
」
と
あ
る
の
は
、
「
の
た
ま
ふ
や
う
」
の
誤
り
。

〈
翻
刻
編
〉
で
は
「
の
た
ま
ふ
」
に
作
る
。

　

し
か
し
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
も
、
本
学
所
蔵
の
『
住
吉
物
語
』
を
読

め
る
形
に
し
た
功
績
を
い
さ
さ
か
も
揺
る
が
す
も
の
で
は
な
い
。
本
学
は

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
本
を
所
蔵
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
『
細
井
貞
雄
著
う
つ
ほ
物
語
玉
琴
」
に
話
を
移
し
た
い
。
こ
の

本
は
平
成
九
年
度
の
国
文
学
研
究
資
料
館
共
同
研
究
「
う
つ
ほ
物
語
の
基

礎
的
研
究
」
の
成
果
で
あ
る
。
共
同
研
究
の
構
成
員
は
、
室
城
秀
之
、
上

原
作
和
、
江
戸
英
雄
、
大
井
田
晴
彦
、
正
道
寺
康
子
、
中
山
陽
子
、
宮
谷

聡
美
、
稲
員
直
子
、
稲
田
路
子
、
斎
藤
真
路
、
佐
藤
信
一
で
あ
る
。
こ
の

中
で
稲
田
路
子
は
、
前
出
の
通
り
、
本
学
の
大
学
院
生
。

　
細
井
貞
雄
は
国
学
者
。
著
作
に
『
宇
津
保
物
語
玉
松
』
、
山
岡
淡
明
と

の
共
著
で
あ
る
『
宇
津
保
物
語
二
阿
抄
』
が
あ
る
。
「
う
つ
ほ
物
語
玉
琴
」

は
巻
一
、
二
が
文
化
十
二
年
刊
の
版
本
で
流
布
し
て
い
る
。
中
野
幸
一
氏

編
の

『う
つ
ほ
物
語
資
料
』
（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
八
一
年
）
に
影
印
が
、

鷲
山
茂
雄
氏
「
翻
刻
・
宇
津
保
物
語
玉
琴
（
一
）
」
（
「
並
木
の
里
」
七
、

一
九
七
二
年
一
二
月
）
、
及
び
「
翻
刻
・
宇
津
保
物
語
玉
琴
（
二
）
」
（
「
並

木
の
里
』
八
、
一
九
七
三
年
一
二
月
）
に
翻
刻
が
あ
る
が
、
注
釈
に
ま
で

及
ぶ
も
の
は
な
か
っ
た
。

　
今
回
、
底
本
に
し
た
の
は
室
城
先
生
所
蔵
の
版
本
の
一
本
で
あ
る
。
そ

れ

を
も
と
に
、
ま
ず
翻
刻
を
作
成
し
、
釈
文
を
作
り
、
注
釈
を
付
げ
て
行

く
。
そ
し
て
輪
読
形
式
で
、
各
自
が
発
表
レ
た
も
の
を
叩
き
台
に
し
て
、

作
成

さ
れ
た
。
厳
し
い
討
論
の
上
に
創
り
上
げ
ら
れ
た
注
釈
な
の
で
あ
る
。

評
者

も
参
加
し
た
共
同
研
究
な
の
で
、
こ
の
書
に
対
す
る
公
正
な
評
価
は

下
し
難
い
が
、
そ
の
完
成
に
は
、
纏
め
役
で
あ
る
室
城
先
生
、
国
文
学
研

究
資
料
館
の
江
戸
氏
、
大
東
文
化
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
上
原
氏
の
力

が
大

き
か
っ
た
も
の
と
思
惟
す
る
。
こ
の
共
同
研
究
は
現
在
も
継
続
中
で

あ
り
、
新
た
な
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。
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